
 

 

 

 

 

 

 

「他律」から「自律」、そして自立へ 
～自らが目的をもって取り組む姿～ 

 
児童会活動や運動会実行委員会など、児童が主体となる活動が本格的

に動き出しました。５月２日には児童会「一年生を迎える会」が行わ

れ、６年生を中心に学校全体で１年生を歓迎し、笑顔あふれるよい会と

なりました。運動会に向けても、高学年を中心にみんなで作り上げる雰

囲気が高まっています。成功と失敗を経験しながら子どもたち自身が自

分たちの力を高めていくことを願い、教師は見守りと支える視点で関わ

っております。 

これまでも特別活動という領域では、子どもの主体性を育むことを大

切にし、自治の力の育成をねらいの一つとしてきました。現在は、教科

の学習においても子どもたち自身が学習計画を立て、一人ひとりが学び

を進めるという実践が全国でも少しずつ広がってきています。自らが学

びを深める環境はどのようにあればよいかを、今後教育活動全般におい

て考えていく必要があります。子ども達の持つ力を信じ、任せるために

は、私たち大人の意識、準備、意図した対応が鍵を握ります。「他律」

から「自律」に向けて、学校、家庭、地域が一体となって取り組むこと

で、小さな変化から大きなうねりをつくることができるものと信じま

す。子ども達が生きる未来を想像し、協働を進めてまいりましょう。 
  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

         令和７年度 川西町立小松小学校 学校通信 

     小松小だより 
          No.３ 令和７年５月２１日 文責：紺野 健  

4月 25日 児童会活動 第一回各委員会活動より 

5月 2日 児童会 一年生を迎える会より 



何気ない言葉にあるやさしさ、思いに触れ 
～一年生との会話から～ 

 

 5月のある日、風邪を患いガラガラ声で一年生教室に入ると、男の子が「来なきゃ

いいのに。」と一言。『あ～、風邪をうつしちゃいけないな』と心の中で思っていたら、

その子は「だってガラガラ声でかわいそうじゃん。休んだら。」と。またある日は、

別の男の子が「なんで朝いなかったの？あいさつするからまた立っててね。」と。子

ども達の言葉には、純粋できれいな心が満ちています。温かで元気を与えてくれるそ

の気持ちに、「すごく嬉しい！」と私も心のままに伝えました。 

 5月半ばにはこんなこともありました。登校途中の女の子が、「これあげる。」とお 

花を手渡してくれました。「きれいだね。ありがとう。」と伝え、急いで水切りをして

部屋に飾りました。花を見ながら『落ちてい 

た花かな。それとも思わず折っちゃったのか 

な』と考え、思うところがあって聞いてみ 

たら「きれいなお花だったので折っちゃっ 

た。」とのこと。正直さを嬉しく思いながら 

も、「今度は折らないで咲いているところを 

教えてね。」と話したあとに、『もっと温か 

な言葉をかけてあげられたらよかったかな』 

と一人思い、元気に咲く花を眺めていました。 

 

６月の主な予定 
 日 曜 主な予定  日 曜 主な予定 

 １ 日 地区学童陸上記録会 １６ 月 体力テスト週間（20日まで） 

 ２ 月 ショート日課 個別面談 １７ 火 プール開き(朝会) 

 ３ 火 ショート日課 個別面談 １８ 水 クラブ①(6校時) 

 ４ 水 ショート日課 避難訓練 個別面談 １９ 木 ３年交通安全教室(親子行事) 1年心電図予備日 

 ５ 木 ショート日課 個別面談 体重測定（下学年） ２０ 金 3年社会科見学 

 ６ 金 個別面談予備日 体重測定（上学年） ２１ 土  

 ７ 土 ＰＴＡ早朝作業 ２２ 日  

 ８ 日  ２３ 月 マーチング活動② 

 ９ 月 子どもを語る会（28日まで） ２４ 火 5年ブックトーク 

１０ 火 プール清掃(5･6年) 1年心電図検査予備日 ２５ 水  

１１ 水 4年農地水見学 内科検診（1・3・6年） ２６ 木  

１２ 木 特支合同学習会① 尿検査 3次 ２７ 金 着衣泳(3･6年) 

１３ 金  ２８ 土  

１４ 土 (地区中学校総体) ２９ 日  

１５ 日 (地区中学校総体) ３０ 月  

 

今日も部屋を明るくしてくれています 


